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操縦士等に対する行政処分等について

本日、下記の安全阻害行為に係る操縦士等について行政処分等を行いましたので、お知らせし
ます。

１ （株）エアーニッポンネットワーク所属の操縦士が離着陸時にデジタルカメラによる撮影を行．
った事案

(1)概要
当該操縦士は、平成２０年１２月６日、同社の定期便（ＮＨ１６０４便及びＮＨ１６６７

便）に機長として乗務した際、離着陸時にデジタルカメラによる撮影を行った。この行為は
航空法第７３条の３に違反しており、同法第３０条第１号に該当する。

また、同便に乗務していた副操縦士は、操縦室にいたにもかかわらず同室内で機長が行っ
た撮影行為に気付かなかった。

(2)処分内容
機長（撮影者 ：航空業務停止２０日（行政処分））
副操縦士 ：文書注意（行政指導）

２．スカイネットアジア航空（株）所属の操縦士等が離着陸時にビデオカメラによる撮影を行っ
た事案

(1)概要
① 機長Ａは、平成１９年９月２０日、同社の定期便（ＳＮＡ５８便）に機長として乗務し

た際、操縦室内予備席の社員Ｂに依頼し、着陸時にビデオカメラによる撮影を行わせた。
この行為は航空法第７３条の３に違反しており、同法第３０条第１号に該当する。

また、同便に乗務していた副操縦士Ｃは、操縦室にいたもかかわらず同室内の撮影行為
に気付かなかった。

② 機長要員Ｄは、平成１８年１１月１４日、同社の定期便（ＳＮＡ５７便及び６０便）の
操縦室内予備席に着席した副操縦士Ｅに依頼し、離着陸時にビデオカメラによる撮影を行
わせた。副操縦士Ｅは、依頼を受け撮影を行った。これらの行為は、航空法第７３条の３
に違反しており、同法第３０条第１号に該当する。

また、同便に乗務していた機長Ｆは、操縦室にいたもかかわらず同室内の撮影行為に気
付かなかった。

③ 機長要員Ｄは、平成１８年１０月２７日、同社の定期便（ＳＮＡ６２便）の操縦室内予
備席に着席した際、着陸時にビデオカメラによる撮影を行った。この行為は、航空法第７
３条の３に違反しており、同法第３０条第１号に該当する。

また、同便に乗務していた機長Ｇ及び副操縦士Ｅは、操縦室にいたもかかわらず同室内
の撮影行為に気付かなかった。

(2)処分内容
機 長Ａ（撮影依頼者 ：航空業務停止２０日（行政処分））
社 員Ｂ（撮影者） ：文書警告（行政指導）
副操縦士Ｃ ：文書注意（行政指導）
副操縦士Ｅ（撮影者） ：航空業務停止１０日（行政処分）
機 長Ｆ ：文書警告（行政指導）
機 長Ｇ ：文書警告（行政指導）

＊社員Ｂについては、同社の操縦士ではないものの、操縦に関する技能証明を有している航
空従事者であることから、行政指導の対象とした。

＊機長要員Ｄについては、所在が不明であることから今回の行政処分等に含めていない。


